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縄文時代の高瀬山遺跡 
 

はじめに 
 高瀬山遺跡で縄文土器や石器が出土することは、大分前から知られていた。1965年に石囲炉が

発見され、これが契機となって柏倉亮吉氏によって発掘調査が行われ、縄文時代前期・中期・晩

期の遺物が出土する遺跡であることが判明した（柏倉1966）。 
 その後、高瀬山Ｂ遺跡の調査で縄文時代中期の土坑が検出され、盛んに石器製作をしているこ

とも明かとなったが、縄文時代の集落として調査されたのは 1994 年に始まる東北横断自動車道

酒田線の建設に伴う高瀬山 1 期地区の発掘調査であった。その後、ＳＡ地区、ＨＯ1 期地区・３

期地区の調査でも、集落跡が調査された。 
 １期地区では縄文時代前期後葉の環状集落跡が検出され、中期後葉大木９式期・10式期の竪穴

住居跡等の遺構が検出され、縄文時代早期の土器も出土した。 
 1996・97年のサービスエリアの建設予定地（ＳＡ地区）でも中期末葉の竪穴住居跡や土坑が検

出された。 
 1997 年に始まる最上川ふるさと公園の建設に伴う発掘調査（ＨＯ地区 1 期）では縄文時代前

期中葉の土器が出土し、中期中葉の住居跡、中期後葉の集落、後期中葉の集落、後期から晩期の

水場遺構が検出され､それぞれの時期の土器や石器が多数出土し、後期初頭の土器も出土した。 
 2008～2010 年の高瀬山ＨＯ地区 3 期調査では幅の狭いトレンチ調査が主であったが縄文時代

中期初頭、中期後葉、後期前葉の遺構と遺物が検出され前期後葉の土器も出土した。 
 

１ 早期の土器について 
（１）１期調査区 
 竪穴住居跡や土坑などの遺構覆土内のほかに、段丘面の包含層から縄文時代早期の土器が出土

した。ほとんどが土器片数量は少ない。 
 第１群土器 爪形状刺突文土器（図１－１・２） 

１類：へら状工具による連続刺突による文様帯を構成する。（１） 
     金雲母を多量に含む。 

２類：爪先による施文、固く焼成もよい。 
 第２群土器 縄文系土器（図１－３） 
  口縁部の破片資料が１点ある。やや外反し、口縁下に、垂下する単節縄文の施された土器で

ある。両面ともにナデが施され平滑に仕上げられている。 
 第３群土器 沈線文系土器  （図１－４・５・６・７） 

１類：口縁部に並行する細い沈線が２段に押引され、その間に斜方向に３条の沈線が施され

る。（図１－４） 
２類：竹管状工具による波状沈線と同じ工具による連続刺突により文様が構成する。器厚は

薄いものの、焼成はよく、固く仕上げられている。（図１－５） 
３類：棒状工具による刺突が見られるもの。（図１－６） 
４類：棒状工具による沈線と間隔をもった連続刺突が配置されるもの。（図１－７） 

 第４群土器 貝殻沈線文系土器 （図１－８～17） 



   
 

図示した貝殻沈線文の認められる土器片は、すべて同一個体とみられ、赤褐色の色調に細砂

を含み、ややもろい状態である。17は口縁部で、曲線状に貝殻の腹縁による圧痕が巡る。他は

胴部の破片で、曲面をもつものがある。貝殻腹縁の文様は横方向から斜め方向に展開している

のがわかる。これらの土器はＳＫ799 からまとまって出土していること、胎土や色調から同一

図１ １期調査区の早期の土器



個体の資料と考えられる。 
 第５群土器 条痕文系土器（図１－18～25） 

１類：表裏に条痕が見られるもの。（18・25） 
    条痕は、溝幅１mm前後の細い条で、貝殻の腹部分の押引による施文と見られる。繊維

質を含む。 
２類：表面に条痕のほかに刺突や沈線が見られるもの。繊維質を含む。（24） 

    棒状工具による横方向の刺突や斜め方向への沈線が認められる。 
３類：表面は無文ながら、裏面に条痕が施されるもの。繊維質を含む。（20・21） 
４類：表面は単節の縄文、裏面に条痕が施されるもの。繊維質を含む。（19・22） 

  縄文条痕土器  （23）  
  １～４群は縄文時代早期中葉の沈線や貝殻腹縁圧痕で文様が施される田戸上層式の仲間、第

５群土器は早期後葉の貝殻条痕文土器と考えられる。 
（２）ＨＯ１期調査区 
  12 区の奈良末～平安時代初頭の竪穴住居跡から早期後葉の条痕文

土器の破片が1点出土している。 
 

３ ＨＯ１期調査区の前期中葉の土器について 
  1区の遺構外で前期中葉大木２ｂ式の土器片が出土した。同一個体の可能性が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図2 HO１期の土器

図３ HO１期１区の前期中葉の土器



４ １期調査区の前期後葉の遺構と遺物 
(１) 前期の遺構 
 縄文時代前期の遺構は大型住居跡、竪穴住居跡、焼け面を囲むピット群、フラスコ状土坑、、

墓壙、陥し穴、その他の土坑、溝状遺構・土器捨て場（遺物包含層）などからなる。 
これらの遺構のほとんどは中位段丘に集中している。中位段丘でも特に７・８区とした段丘西

側部分に直径 120ｍの環状集落を形成している。中位段丘の平坦面は、縄文時代集落の東側に４

区→１区→６区と続いているが、縄文時代の陥し穴やフラスコ状土坑は数基検出されるものの、

住居跡は検出されていない。 
環状集落には大型住居跡と通常規模の住居跡がある。環状集落の中央部、直径60ｍの範囲には

住居跡など大型遺構は構築されない。円形・長方形の土坑が多数検出されるものの、周辺部に比

べ遺構密度は非常に低い。その内側の直径30ｍの範囲ではさらに遺構の希薄な地区となる。中央

広場とみられる。中央広場から竪穴住居群周辺では、直径・長径が１ｍ前後～２ｍ、深さ 40～
60cmの土坑が多数検出されている。 
竪穴住居群は標準的な住居跡37軒と大型住居跡12軒が検出された。標準的な規模の住居跡は

３～４ｍの円形・隅丸方形・楕円形がある。これらの住居跡の中で、まとまった遺物が出土した

住居跡には3.88×３ｍの隅丸方形のST822、6×5.8ｍの円形のST3202、6×５ｍ程の隅丸方形の

ST4063、４×５ｍ程のST4064などがある。 
大型住居には20ｍを超えるものが３軒、15ｍ前後のものが９軒ある。これらの中で、長径23.5

ｍ、短径5.5ｍ程のST1341からは多量の土器や石器が出土し、長径が17ｍ程の重複するST3301
～3303や長径が17.4ｍ短径が５～６ｍを測るST4168でも多くの土器や石器が出土した。 
住居跡として確認されていないが、大型柱穴が約５ｍ間隔で、ＳＫ1201 土坑周辺とＳＴ3703

住居跡の北側付近などで検出されている。大型住居の一部である可能性が考えられる。 
平成 14 年度の寒河江市教委が実施した７区北側に隣接する地区の調査では、20ｍを超える縄

文時代前期末葉の大型住居が１軒検出されており、縄文時代前期集落が環状に展開していること

が確認されている。 
土坑は大小様々な形態がみられる。フラスコ状の断面の土坑は１ｍ未満から２ｍのものまであ

る。また、底面に溝を有するもの、溝の両端にピットを配置するもの等、多種多彩である。規模

の大きさから住居跡とした中にも、底面に溝を有するものは大型土坑であった可能性もある。 
完掘時には上端が崩落してしまい、平面図ではフラスコ状が明確でなくなった土坑も多い。ま

た、直径・長軸１ｍ以下の小型の土坑でもフラスコ状を呈するものが多数みられる。隅丸長方形

の土坑も多数検出され墓壙群と貯蔵穴群に別れるものとみられる。これらの土坑の分布は、ほと

んどが７・８区に集中する。 
陥し穴は中位段丘東側の６・３・１区の東側で数基が検出されている。低位段丘では調査区西

端の２区で１基が検出されている。 
溝状遺構（ＳＧ810 河跡）が環状集落の中央部を南北に縦断する、また、１区東側ではＳＤ５

が検出されている。 
 
 
 
 
 
 



 

 
図４ １期調査区の縄文時代の遺構





 
 
 

図44 2区Ⅱ～Ⅴ層の土器 



及び三叉文主軸線の下端 に縄文地文が施される。 伸長化した入組三叉文に縄文地文を残す例は、

宮城県北半の地域的特徴と指摘され、本例もその関連が想起される。12 は口縁部が内傾して立

ち上がる粗製深鉢で、羽状縄文で構成され、末端を結節させた綾繰文も認められる。9・ 12 につ

いて は、本来Ⅰ～Ⅱ層の面に相当する土器であり、調査時における混入の可能性も否定できない。 
Ⅳ層出土の土器 (図44－13～18) 
Ⅳ層で出土した遺物の数量は、皿層より多く認められたが、他の層位に比べると少なく、皿層

と同様に問層としての性格が指摘され、層厚 10～ 20cm を測る。出土土器は宝ヶ峯 2 式 (14)、
同3 式 (16・17)、後期中葉粗製深鉢 (15・18)、大洞B1 古式 (13)と、後期中葉～晩期初頭まで

の土器を含んでおり、 
時期的な纏まりは指摘できない。その他に大洞 C2 式の鉢形土器も出土している。 
16・17は、本遺跡で数少ない宝ヶ峯3式の装飾深鉢である。頸胴部界が屈折する器形で、口縁

部は大波状縁をなし、口端と屈曲部に刻み目帯が囲繞される。16 の頸部文様帯は曲線的な磨消

文様で構成されており、後期後半に固有のⅡa 文様帯の成立を示している。宝ヶ峯 3 式は IV 層

の他に、下位のⅤ層で小片が出土しているに過ぎない。 
13 は大洞B1古式の装飾深鉢である。Ⅱ層出土の図44－3と同様に、Ⅰ・Ⅱa・ 11 文様帯の

3 帯構成で、Ⅱa 及びⅡ文様帯には対向した三叉状陰刻を伴う入組帯状文が展開する。口縁部に

は2個一対の魚尾状突起と台形突起が交互に配され、前者の直下に連結した三角形区画が作出さ

れ、後者の直下で円文を囲うように対向する。頸胴部界より上位は箆状工具による刻み目手法で

充填され、下半は縄文地文となる。上記の充填手法は後期末葉の入組帯状文を伴う装飾深鉢に多

用されており、晩期に は継承されない 北上川下流域 (宮城県北部)では、箆状工具による刻み目

手法が大洞B2式に盛行しており [後藤・小井川2003]、同手法が地域的に残存した結果と見なさ

れる。13は東北中部の晩期初頭に同手法が残存した事例としての意義を有しており、また3と同

様に晩期初頭 (大洞 B1 古式) の指標に位置付けることができるであろう。同例の内面付着物に

ついても 14C 年代測定を実施しているが、 3120± 40BP (AMS 法) の測定値 が得られて お
り、 3よりはやや古い数値 となっている。 
Ⅳ層では、櫛歯条線文の粗製深鉢が多く出土している。 後期中葉に位置付けられるものである

が、 一方では羽状縄文や結節文が施された晩期の粗製深鉢も少量認められており、後期 と晩期

の土器が混在した層位の性状を窺わせている。 
Ⅴ層出土の土器 (図44－19～27) 
Ⅴ層は層厚が10～15cmと薄い層位であるが、後期中葉の夥しい量の土器が出土している。出

土土器の殆どが宝ヶ峯 2 式 (第 VI 群土器) に位置付けられ、同式の単一層と見なすことができ

る。大波状縁で平行線文を施した第VI群土器5類 が多数を占めており、曲線的な磨消文様は少

なく、11 区で多く出土した 
華美な装飾突起を持った6・9類 は認められていない。水場としての性格を反映してか、出土

した土器は液体物の煮沸や貯蔵に用いられていたと推測され、 6・9 類はこれ等の作業に不向き

であったと考えられる。粗製深鉢は櫛歯条線文の深鉢 (19・20) が顕著に見られ、縄文施文では

口縁部が外折した例 は認められない。また 19・ 20 は非常に大型の深鉢であることが特記され

る。トチノキのアク抜き工程に用いられたのであろうか。 
以上のように遺物集中地点のⅤ層では、宝ヶ峯2式の土器が出土している。粗製深鉢と共に炭

化物が付着した装飾深鉢が多く出土していることは、煮沸・貯蔵の用途において、晩期のような

器種毎の厳密な使い分けが行われていなかった様相を窺うことができよう。 
Ⅵ層出土の土器 (図451～11) 
Ⅵ層は層厚が15～20cm を測り、後期中葉の夥しい量の土器が出土している。出土した土器の



 
 
 

図45 2区Ⅵ～Ⅷ層の土器 



殆どがⅤ層と同様に宝ヶ峯 2 式 (第VI 群土器) で占められている。 大波状縁で平行線文が施

された5類が多く出土しているが、Ⅴ層には僅少であった曲線的な磨消文様の3・4類 (図456～
9) も認められる。 粗製深鉢は縄文施文 (11) と櫛歯条線文が卓越しており、口縁部が外折した例

は僅かに出土 している (遺物編第 460 図 25・26)。 
VI 層はV 層と同様に宝ヶ峯 2 式の文化層である。 3・4 類の出土量の多寡や 11 類の有無を

除くと、 両層位に明確な差異を指摘することは困難であろう。 両層を合わせると 20 ～ 30cm
の層厚となる が、 同一の層位として見なすべきであろう か。 

VII層出土の土器 (図45－12～ 26) 
Ⅶ層は層厚が5～15cmを測り、後期中葉の夥しい量の土器と共に、礫も多く出土している。出

土した土器 は上層よりも古的様相が看取されており、宝ヶ峯 1 式 (第 V 群土器) に位置付けら

れる。十腰内1式系の1類 (図45－12～14・16・17) が卓越 しており、平行線文系の2類 (18・
19) や曲線的乃至は幾何学的な磨消文様の3類 (20・21) も出土している。 

1類の波状縁の深鉢 (12～14) について は、 体部文様が判然としない。12 は口縁部と同様の

連弧文が囲繞されるが、平縁の16・17は口縁部が短く外折し、2条の縄文帯が巡らされ、体部に

クランク状文様が2段異方向に展開する。クランク文様の連結・屈曲部には円形刺突が穿たれる。

2 類では口縁部直下に平行線文が配されたり、口縁部の無文帯が幅狭に作出されており、古的様

相を留めている (18・ 19)。3 類の文様モチーフ 平行沈線で構成されており、 線問に縄文が充

填されるため、 無文部の占める割合が多い。20～ 22 は壷形土器であるが、同器種は宝ヶ峯2式

の層位では認められず、 水場利用における型式上の差異が看取されよう。また3類には、第Ⅵ群

土器9類の先駆となる列点を持った資料 (遺物編第463図4～6・ 9) も出土している。装飾深鉢

には 幅広の無文の口頸部を持ち体部に縄文を施した深鉢(24) も加わる。当該土器は IX 層 (図
4612) にも認めらており、宝ヶ峯1式を構成する器種類型である。粗製深鉢では、櫛歯条線文は

1点のみで、縄文施文が大勢を占める。 口縁部が外折した例が多く存しており、口端に縄文を施

したり、口縁部を無文とした例 (25) も出土している。 口縁部が直行した深鉢で は、波状縁も

存している (26)。 口縁部が直行し、櫛歯条線文が卓越した上層の粗製深鉢とは、 様相を異にし

ていると指摘されよう。 
Ⅷ層出土の土器 (図45－27～32) 
Ⅷ層は層厚が 5cm と薄く、出土遺物も上下層に比べると少ない。しかし堆積層は晩期木組遺

構の直下まで伸びている。 出土した土器は宝ヶ峯1式 (第V群土器) に位置付けられる。 加曽

利 B1 式に相当する4類 (図4527・28) が出土しており、併行関係を考える上での鍵層となる。

同層からは十腰内1 式系の1 類 (29) と磨消縄文の文様が施された3 類 (30・31) が出土してお

り、平行線文系の 2 類は認められない。32 は先に指摘した幅広の無文の口頸部で体部に縄文を

施した深鉢に相当すると考えられる。 
粗製深鉢は V 皿層と同様に、縄文施文で口縁部が外折した形状が卓越 し、櫛歯条線文の土器

は認められない。 
Ⅸ層出土の土器 (図46－1～17) 
Ⅸ層は層厚が10～25cmを測り、後期中葉の夥しい量の土器が出土している。出土した殆どの

土器が宝ヶ峯1式と見なされるが、南境2式 (図461)も一部含まれている。十腰内1式系の1類 
(2 ・5・6・9・14～17) が卓越しており、平行線文系の2類は出土していない。1類の外折した

口頸部には平行沈線が施されたり、刺突が充填されるが 口縁部が無文となり屈折部直下に多条

沈線を巡らす例 (6) も存している。体部上半の文様は曲線文様やクランク文様で構成され、多く

は磨消縄文の文様となる。 1は口頸部の屈曲が緩く、口縁部文様帯と体部文様帯は分化せず、体

部上半は入組文で構成されることから、南境2式に相当する。3・4の体部上半には三角形の区画 



 
 
 

図46 2区Ⅸ・Ⅹ層の土器 



が存している。3の三角形区画はネ ガ文様、4はポジ文様となるが、加曽利 B1 式の三角形単位

文との関連を窺わせる。11は口縁部に突起を持つ無文の鉢形土器で、器面は丁寧に磨かれており、

口内には凹線が巡らされる。13 は体部上半に幅広の縄文帯を巡らせた鉢形土器である。また幅

広の無文の口頸部を持ち、体部に縄文を施した深鉢 (12) も出土している。 
粗製深鉢は口縁部が外折した器形が大勢を占め、口縁部が無文となる例や口端に縄文を施した

例 (8・9) が多く認められる。しかし櫛歯条線文の例は確認できない。 
Ⅹ層出土の土器 (図46－18～31) 
Ⅹ層 は最下層に当たり、層厚は 10～15cm を測る。後期前葉の夥しい量の土器が出土してい

るが、土器の多く は南境2式 (第 IV群土器) と見なされる。十腰内1式系の口縁部が外折した

深鉢 (図 46 18～24) が顕著で、口縁部は波状縁と平縁の二様態が存するが、前者の方が卓越す

る。口縁部には縄文地文が施され、2～3条の沈線が巡らされ、体部上半にはクランク状の文様や

幾何学的な文様が展開する。 文様の上下端の連結部に 3～5 個の刺突が加えられた例 (18・23) 
も見られ、波状縁の場合は口縁部の縄文帯が口端に沿って連弧状に囲繞される。 
粗製深鉢は口縁部が外折した器形が大勢を占める。口頸部を無文としたり、頸部に無文帯を巡

らせた例 (25～27・29・30) が特徴的で、口端に縄文を施した例が多く見受けられる。 
総 括 
以上のように、東調査区遺物集中地点は 10 枚の文化層に区分することができる。年代の古い

順から整理すると、南境 2 式 (X 層)→宝ヶ峯 1 式 (IX～Ⅶ層) →宝ヶ峯 2 式 (Ⅵ・Ⅴ層) →間層 
(Ⅳ・Ⅲ層) →大洞B・BC式 (Ⅱ層) →大洞 BC～C2 式 (Ⅰ層) の序列が指摘され、南境2式～

宝ヶ峯2式にかけて は6枚の文化層 に区分されている。 
南境 2 式 南境 2 式は堀之内 2 式に併行する段階である。遺物集中地点では最古の時期に当た

り、 Ⅹ層を主体としてⅨ層や晩期木組遺構直下のⅨ層でも出土している。体部上半が緩く括れ、

口頸部が外反して短く立ち上がる形態の深鉢に特徴付けられ、緩い波状縁が卓越する。 口縁部に

囲繞される沈線は 2～3 条が通例で、波状文が巡らされた例も認められる。体部上半の文様は入

組文やクランク状・幾何学的モチーフで構成され、磨消手法を伴う例が多く、上下端区画線との

連結部には3～5個の刺突が加えられる 場合もある。 
水戸部秀樹氏 はかっぱ遺跡の南境 2 式の特徴として、Ⅰ文様帯とⅡ文様帯の未分化を指摘し

ている [水戸部 2004 : 10頁]。しかし高瀬山遺跡例で前記の要件を満たしているのは、図46－1
と晩期木組遺構直下 Ⅸ層出土例 (遺物編第 402図1) のみで、殆どが口縁部と体部文様が区画さ

れている。 またかっぱ遺跡や川口遺跡 [阿部ほか 1990] に見られた口縁部と体部上半の文様間

の窓枠状の区画を配した例も、本遺跡では認めることができない。入組文が少なく、クランク状

や幾何学的モチーフ が卓越する点でも差異が存している。 連結部の刺突においても、かっぱ遺

跡では1～3個の円形の刺突が加えられるのに対し、本遺跡では3～5個と数が多く、半裁竹管や

角張った工具で斜位方向から加えられる。上記した差異が時期差を反映しているのか、それとも

地域差なのかなお検討を要するが後者の可能性が高いと考えられる。 
また粗製深鉢では頸部に無文帯を巡らしたり、口頸部を無文とし、撚糸の側面圧痕を加えた例 

(図46－25～27・29・30)が特徴となる。上記した例は宮城県石巻市南境貝塚で、｢第4～5層第2
類」[後藤 2004] と分類され、南境 2 式相当の土器との伴出が指摘されている。本遺跡でも同様

の状況が看取されており、上層には頸部に無文帯を巡らせた例は認められない。 
本遺跡Ⅹ層の土器群は北上川中流域では新山権現社遺跡第Ⅱ群土器 [金子 1993] に対比され

るであ 
ろう。 奥羽脊梁山脈を挟んだ仙台市では、下ノ内浦遺跡 [吉岡ほか 1996] が併行する遺跡と

なるが、 同遺跡は1・2条沈線文や多条沈線文の土器が主体で、東北南部との関係が強く、東北



北部の影響下にあった山形盆地とは様相を異にしていたことが窺えよう。 
宝ヶ峯1式 宝ヶ峯1式は、加曽利B1式に併行する段階である。遺物集中地点ではⅨ～Ⅶ層に

主体があり、晩期木組遺構直下Ⅷ層や後期2号木組遺構付近でも当該土器が出土している。層位

的には3面の文化層として捉えられたが、遺物の少ないⅧ層を介してⅨ層とⅦ層に区分すること

ができるであろう。 
Ⅸ層では十腰内1式系の土器が卓越し、平行線文系の土器は認められない。十腰内1式系の土

器は、 口縁部が多条沈線で構成され、体部上半の文様も3条以上の沈線で、クランク状や曲線的

なモチーフが施文される。また体部上半に三角形の区画を配した装飾深鉢・鉢形土器 (図46－3・
4)も出土している が、加曽利 B1 式の三角形単位文との関連が想定される。一方Ⅶ層では、十腰

内1式系の土器 (図45－12～17) も出土しているが数量的には少なく、平行線文系 (18・19) や
曲線的乃至は幾何学的磨消文様の土器 (20・21) が出土している。両層の差異を時間差として捉

えるならば、古段階には十腰内1式系の土器が主体であったのに対し、平行線文系や曲線的乃至

は幾何学的磨消縄文の土器の比重が漸次高まる経過が指摘されよう。しかし型式学的には明確な

差異を指摘することは困難と言わ ざるを得ない。 またⅨ～Ⅶ層を通 して 幅広の無文の口頸部

を持ち体部に縄文を施 した深鉢 (図45－24・32?、図46－12) が一貫して出土している。 宝ヶ

峯1式の一翼を担う器種類型であったことが窺え、12 区1号住居跡 (図425)を参照するならば、

宝ヶ峯2式まで継承されるが、屈曲は弱なる。 
水戸部秀樹氏は宝ヶ峯1式の十腰内１式系土器について、①Ⅰ文様帯とⅡ文様帯の境界の明確

化、 ②Ⅱ文様帯の出現を予想させる口縁部の変化を指摘している [水戸部 2004 :3頁]。 ①に関

しては、屈曲部の内面に明確な稜が形成され、体部上半の膨らみが減少する形態上の変化、②に

関しては、口縁部直下の1条の横位沈線を描出することで、上下に限られた空間が作出され新た

な文様帯を生み出す要因となることが指摘されている。本遺跡の事例で見ると、①の器形につい

ては屈曲が緩く稜を持たない例も存するが、体部の膨らみは確かに減少している。②の口端の沈

線については既に先行型式に認められ、本型式で は多条沈線が卓越しており、十腰内 1 式系の

土器からⅡa文様帯の成立を跡づけることは困難であろう。 
平行線文系の良好な資料は、後期1号木組遺構4段から出土している。同例は木組遺構に伴う

ものではなく、後期2号木組遺構1段の上面 (15～20cm 上位) から出土している。 共に沈線が

反転して垂下しており、口縁部形態は後続型式に連なる古的様相が看取される。幾何学的な磨消

文様で構成された良好な資料は、後期 1 号木組遺構 1 段で出土している。 同例も木組遺構に伴

うものではなく、後期2号木組遺構2段の50cm上面から出土している。頸胴部界で屈折した器

形で、口頸部は無文となり、直線化した体部に鋸歯状の磨消文様が展開している。 
宝ヶ峯 1 式の粗製深鉢には、櫛歯条線文が認められない 縄文施文の深鉢が大勢を占め、口縁

部の外折 
した深鉢が卓越し 口端に縄文を施したり、口縁部を無文にした例が特徴的となっている。 
宝ヶ峯1式の基準的資料は、宮城県仙台市伊古田遺跡 [渡部ほか1995] が相当する。しかし同

遺跡には十腰内 1 式系の土器 は認められず、平行線文系の土器が主体となっており、先行型式

と同様に奥羽脊梁山脈を挟んだ山形盆地とは様相を異にしている。また北上川中流域では、新山

権現社遺跡第皿群1類土器[金子 1993] に対比されるであろう。 
宝ヶ峯2式  宝ヶ峯2式は、加曽利B2式に併行する段階である。遺物集中地点ではⅥ・Ⅴ層

に主体があ り、 晩期木組遺構直下Ⅴ層や後期 1 号木組遺構及びその周囲でも出土 している。

層位的には 2 面の文化層として捉えたが、型式学的に明確な差異を指摘することは困難である。 
Ⅵ層とⅤ層 ともに、大波状縁で平行線文が施された第Ⅵ群土器5類が多く出土 しており、下

層のⅥ層では曲線的な磨消文様の3・4類が認められる。両層準においては、居住域である 11 区



で多く 出土した華美な装飾突起を持った 6・9 類が認められていな い。 これは前記 したよう 
に水場遺構としての性格を反映しており、時期差を示している訳ではないと考えられる。 
粗製深鉢では 櫛歯条線文を施した土器が多く認められる。縄文施文の土器も存しているが、先

行型式のような口縁部の強い外折はなく、口端に縄文が施された例も認められない。この点で先

行型式とは明確に区分されるものであり、同様の型式変化は宮城県仙台市内の近接した位置関係

にある、伊古田遺跡 [渡部ほか 1995] と王ノ壇遺跡 [小川・高橋 2000] にも指摘される。東北

中部に通有の変遷経過であったことが窺えよう。但し 11 区 3A 号住居跡 (図 4110) を参照する

ならば、僅かに屈曲した深鉢は見られるようである。 
2区の遺物集中地点からは、装飾深鉢と粗製深鉢の他に、鉢・浅鉢類 (図45－8・10) が僅かに

出土したに過ぎず、単調な器種構成となっている。11 区では前項で指摘したように、壺形土器や

注口土器が主要な器種として加わっており、また遺物集中地点でも先行型式では、壺形土器が一

定数出土している。 装飾深鉢の6・9類が欠如するのと同様に、水場としての性格を反映してい

るのであろう。 その中で晩期木組遺構直下Ⅴ層から、大型の壷形土器  が出土している。 4 単

位の工字状の磨消文様が展開しており、文様モチーフは装飾深鉢の平行線文との関連が想定され

よう。 
宝ヶ峯 2 式の基準的資料としては、宮城県仙台市王ノ壇遺跡の「Ⅱ段階縄文土器」 [小川・高

橋 2000]が相当する。 北上川中流域では、 新山権現社遺跡第皿群2類土器 [金子 1993] に対比

されるであろう。 
宝ヶ峯3式  宝ヶ峯3式は加曽利 B3 式に併行する段階である。集中地点ではⅣ層 (図44－

16・17)とⅤ層で僅かに出土したに過ぎず、他の区域では認められていない。同式前後の詳細につ

いては、既に前項で言及したので省略するが、東北中部では宮城県川崎町向鹿遺跡2号住居跡床

面出土土器 [佐藤広史ほか 1987 :第 8 図] が基準となり、山形盆地では天童市砂子田遺跡 [森谷 
2003]に良好な資料 が纏まって いる。 
小 結   2 区東調査区遺物集中地点では計 10 枚の文化層が抽出され、特に後期中葉におい

ては連続した6枚の層位の堆積が認められた。南境2式 (Ⅹ層)→宝ヶ峯1式 (Ⅸ～Ⅶ層) →宝ヶ

峯2式 (Ⅵ・Ⅴ層)の文化層が連続して堆積しており、宝ヶ峯1式は3枚の文化層に区分されてい

る。この層位区分が土器型式の細分にどのように反映されるのか、今後詳細な検討が求められる

が、高瀬山遺跡で得られた変遷序列は、細部においては異同が存するものの、水戸部秀樹氏が最

上町かっぱ遺跡を基に設定した編年案[水戸部 2004] を概ね追認する結果となっている。 特にか

っぱ遺跡で不問とされた粗製深鉢の問題について、その型式変化を明示できたことは大きな成果

と言えるであろう。高瀬山遺跡で得られた層位的成果は、東北中部の後期中葉編年研究の指標と

しての役割を担う内容となっており、 今後多様な視点から、「高瀬山編年」 に対する検討が加え

られることを期待 したい。 
5）大洞A式相当の土器について (図47・48)            佐藤祐輔 
高瀬山遺跡 ＨＯ地区からは大洞A 式相当の土器が一定量出土 しており、図47 に代表例を図

示した。その様相、図 48 に示した 1997 年に寒河江市教育委員会によって調査された最上川沿

い微高地の近接地点 (以下市調査区) とほぼ同様である。 以下、 簡単にその特徴を述べること

にする。 
器種としては精製浅鉢・壷・深鉢・台付浅鉢・粗製深鉢などが出土している。市調査区同様、

その中でも 粗製深鉢が数量的に多く出土 しており、 晩期後葉の一般的な器種組成といえる。 
粗製深鉢は、口縁部の形態や頸・胴部境界部の作出法にバリエーションが見られる。口縁部形

態 は平縁と小波状縁があり、立ち上がりの形態も内傾・外傾するものや、直線的に立ち上がるも

のな ど様々である。頸部と胴部との境界部には、沈線を巡らしたり(図47－46)、段を作出して区



 
 
 図47 ＨＯ地区の大洞Ａ式土器集成図（１）



 
 
 

図48 ＨＯ地区の大洞Ａ式土器集成図（２）



画するもの (47) と、無区画のもの (48～50・53) がある。 地文はLＲ縄文が多く、その殆どに

結節縄文が付加される (46・47・54)。この結節縄文が頸・胴部の区画線として機能していること

が多く、本遺跡の特徴となっている。 また、 該期には地文を羽状縄文・網目状撚糸文とする粗

製土器 は確認されていない。 
次に精製・半精製土器を見てみると、その文様の多くが大洞 A 式に代表される 隆線文手法に

よって描出されている。 精製土器には ｢変形匹字文」と｢補助単位文」で構成される「特殊工字

文」 と呼ばれる文様(図47－1・27・28・34・35・37) が、半精製土器には ｢匹字文」が多く描

かれている (2～5・ 20等)。 
補助単位文に着目すると、特殊工字文は二つに分類することができる。補助単位文が匹字文化

しているもの (図47－1、図48－19) と、単純な沈線で描かれているもの (図47－27・34・35) 
である。 前者は東北地方南部、後者は東北地方北部に特徴的な文様構成であり、東北地方南部に

位置する本遺跡において両特徴が共存していることは興味深い。図48－35・40～42のように、

文様帯直上で口縁部が外反する深鉢も岩手県域 (岩手県北上市九年橋遺跡で多くの出土例) を中

心とした東北北部で多く出土 しており、本遺跡には幾つか東北北部の特徴を持った要素が入り

込んでいると見なすことができよう。 
半精製土器の匹字文は、ＨＯ地区では上下対称に描かれるもの (図47－2～4) が多いのに対し

て、 市調査区では匹字文が半単位ずれたもの(図486)や上下同一方向のもの(図4835)が出土して

いる点で違いが見られる。しかし天童市砂子田遺跡ではこのような各種匹字文が遺跡内で共存し

ており、同一時期内のバリ エーションとして捉えられよう。 
問題となる文様は、沈線文手法で描かれている精製壷であろう(図 47－32・33)。32 は小破片

のため文様の全体像は不明であるが、恐らく流水型変形工字文を描いており、単純に時期比定す

るならば 大洞A式期よりも新しく位置付けられるであろう。しか し、ＨＯ地区からは明確な大

洞 A' 式期の土器が出土していないことを考えると、大洞 A' 式期以前として捉える必要性があ

ろう。図47－33 は、 横長の楕円形文を3段半単位ずらしながら配置している。このような半単

位ずらして沈線文手法で文様を描く精製壺は、文様構図は異なるが東北北部を中心として大洞A
式後半 (大洞A2 式期) に見られ [品川 2003]、 大洞A式の範疇として問題ない。沈線文手法自

体は、県内の北柳1遺跡 [小林 1997、 森谷ほか2000]・砂子田遺跡 [森谷 2003] でも同様に出

土しており、積極的に大洞 A' 式期まで下げて考える必要性がないことを証明 している。 
以上のような精製・半精製土器に描かれる文様 (特殊工字文・匹字文)から高瀬山遺跡出土の大

洞A式土器の編年的位置を考えると、主に鈴木正博氏が指摘する ｢大洞A2 式」に位置付けられ

るであろう [鈴木正博1985]。「大洞A2 式」については、その位置付けが研究者間で異なってい

るものの、山形県内では山形市北柳1遺跡 (本遺跡の南東方10.5㎞) や天童市砂子田遺跡 (本遺

跡の南東方 7km) で、 該期の良好な資料が遺構・遺跡単位で出土しており、一時期を画するこ

とは間違いない状況となっている。 前後型式である大洞 A1 式や大洞 A' 式が本遺跡で出土し

ていないことも、大洞 A2 式の位置付けを積極的に認める根拠となり得る であろう。 
以上のことをまとめると、高瀬山遺跡出土の大洞A式土器の編年的位置は、｢大洞A2式」の範

疇で捉えることができる。在地土器の特徴は天童市砂子田遺跡出土土器と極めて類似しており、

山形盆地における該期の土器様相を知る上で非常に重要な土器群である。 また市調査区で見ら

れなかった東北地方北部の影響が、ＨＯ地区出土土器には顕著に見られる点も、 今後該期におけ

る当地方と東北北部・山形県最北地方との地域的関係を知るための大きな役割を果たすものと期

待される。 
 
 


